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【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・1 年次
【担当教員】

小島 昭

【授業目標・教育方針】
化学は、数学や物理とともに発展し、また、地学、生物とも深い関係をもちながら進歩を続けています。物質は、衣
食住の人間活動の基盤であり、人類の福祉・生存の決定因子です。それゆえ、物質を対象とする化学の使命は重く、
それを学ぶことは人類の存続にとって重要なことです。

【授業概要】
化学を学ぶための入門的な授業。化学のおもしろさ、楽しさ、不思議さ、神秘さ等を知ることが目的であります。
授業は４部構成で行います。
第１部　地球に関係した化学、生活に関係した化学、健康や医学に関係した化学のおもしろさを紹介します。さらに、
これからの科学として、環境、新材料、ナノテクノロジー、バイオテクノロジー、情報、ライフサイエンス、エネル
ギーなど最先端分野ののことをお話しします。
第２部　校内にある池に、学生が作った炭素繊維製水質浄化材を設置します。翌週、および数週間後に、水質の分析
と炭素繊維に付着した微生物の観察を行います。
第３部　学生によるプレゼンテーション（テーマ１）
　　これから学びたい、研究したい、勉強したい「夢」を個々の学生により発表し、それに関して話し合いを行い、
相互交流の機会を深めます。発表内容の評価は、学生によるアンケートで実施します。
第４部　学生によるプレゼンテーション（テーマ２）
　　科学、化学、技術に関する最近の話題の中から取りだし、そのことを紹介するとともに、良い点、問題点、将来
性などを発表し、それに関して話し合いを行い、相互交流の機会を深めます。発表内容の評価は、学生によるアン
ケートで実施します。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：化学 I：東京書籍
参考書：化学 II：東京書籍

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学で実施）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：30%，期末試験：30%，レポート：10%，その他：発表：30%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：化学概論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 不思議な物質 金属、プラスチック、セラミックス、新素材、新材料
など

第 2 回 水と分析 各自が持参した水や、草津などの温泉水を分析する。 レポート
第 3 回 環境浄化に挑戦 校内にある池に、学生が作った炭素繊維製水質浄化材

を設置する。
水質を分析する。

第 4 回 生物観察 炭素繊維に付着した微生物を顕微鏡で観察する。
水質を分析する。

レポート

第 5 ～ 6 回 学生による発表
( テーマ 1)

これから学びたい、研究したい、勉強したい「夢」を
個々の学生により発表し、それに関して話し合いを行
い、相互交流の機会を深める。発表内容の評価は、学
生相互によるアンケートで実施する。

レポート

第 7 回 化学演習 これまで学習した化学に関係した問題演習
第 8 回 学生による発表

( テーマ 1)
( 第５～６回と同じ ) レポート

第 9 回 ペットボトルロケット (1) ペットボトルロケットの製作
第 10 回 ペットボトルロケット (2) ペットボトルロケットの打ち上げ レポート
第 11 回 生物観察 炭素繊維に付着した微生物を顕微鏡で観察する。

水質を分析する。
レポート

第 12 ～ 14 回 学生による発表
( テーマ 2)

科学、生物、技術に関する最近の話題の中からテーマ
を取り出し、そのことについて発表する。よい点、問
題点、将来性などを発表し、それに関しての話し合い
を行う。発表内容の評価は、学生によるアンケートで
実施する。

レポート

第 15 回 化学演習 これまでに学習した化学に関係した問題演習
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